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高
齢
社
会
の

風
景
は
平
均
寿

命
の
差
を
反
映

し
て
か
、
婆
さ

ん
集
団
が
目
立
つ
。
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る

女
性
に
高
齢
者
が
多
く
、
卓

球
の
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
大

会
も
婆
さ
ん
が
主
で
あ
る
。

　

負
け
た
時
「
え
え
も
ん
食

っ
と
る
金
持
ち
は
強
い
」
と

悔
や
し
が
る
言
葉
か
ら
、
勝

負
は
食
物
の
差
だ
と
信
じ
る

第
２
次
大
戦
の
世
代
で
、
バ

ル
ジ
大
作
戦
の
ド
イ
ツ
戦
車

隊
々
長
と
同
思
想
で
あ
る
。

　

も
う
少
し
若
い
世
代
で

は
、
鉄
拳
を
振
る
う
「
鬼
コ

ー
チ
」
や
「
ど
根
性
」
が
ス

ポ
ー
ツ
の
場
で
容
認
さ
れ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
。
激
怒

し
た
「
巨
人
の
星
」
の
父
親

は
、
ち
ゃ
ぶ
台
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
が
、
今
ど
き
「
ち
ゃ

ぶ
台
」
な
ん
か
ど
こ
の
家
庭

に
も
な
い
。

　

何
事
に
も
穏
や
か
目
付
き

が
今
の
日
本
人
で
あ
る
。
今

の
日
本
は
外
国
か
ら
直
接
の

武
力
侵
略
も
な
く
、
庶
民
に

は
無
関
係
な
企
業
の
収
益
悪

化
や
、
想
定
外
の
自
然
災
害

に
過
剰
反
応
し
て
危
機
的
状

況
だ
と
喚
く
の
も
格
好
良
く

な
い
が
、
底
辺
に
暮
ら
す
多

数
の
弱
者
の
存
在
に
自
ら
の

目
を
被
う
の
は
大
危
機
の
前

兆
か
も
し
れ
な
い
。

　

中
医
協
は
10
日
、
２
０
１
２
年
度
歯
科
診
療

報
酬
改
定
を
厚
労
相
に
答
申
し
た
。

　

答
申
で
は
、
歯
内
療
法
、
歯
周
処
置
、
歯
冠

修
復
、
欠
損
補
綴
な
ど
多
く
の
項
目
で
、
そ
れ

ぞ
れ
点
数
引
き
上
げ
が
み
ら
れ
る
。
外
来
環
は

再
診
で
も
算
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
在
宅

歯
科
で
は
訪
問
診
療
料
１
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

在
宅
支
援
歯
科
診
療
所
の
衛
生
士
が
同
行
し
た

場
合
の
評
価
が
新
設
さ
れ
た
。
接
着
ブ
リ
ッ
ジ

の
適
用
が
臼
歯
部
に
ま
で
広
が
っ
た
。

　

障
害
者
歯
科
や
周
術
期
の
病
診
連
携
な
ど
で

新
た
な
加
算
や
項
目
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、
歯

科
用
Ｃ
Ｔ
が
歯
科
点
数
と
し
て
独
立
評
価
さ
れ

た
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
歴
代
政
府

が
進
め
て
き
た
「
構
造
改

革
」
路
線
に
よ
る
医
療
崩
壊

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
破

壊
が
誤
り
で
あ
り
、
住
民
の

命
と
く
ら
し
を
最
優
先
し
た

国
づ
く
り
、
自
治
体
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を

示
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
再

建
や
復
興
の
遅
れ
は
、
政
府

の
政
策
的
誤
り
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
保
障
制
度
自
体
が

脆
弱
だ
っ
た
こ
と
の
証
明
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
野
田
内
閣
は

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
悪

で
社
会
保
障
を
大
幅
に
削
り

な
が
ら
消
費
税
を
10
％
に
引

き
上
げ
る
と
い
う
と
ん
で
も

な
い
方
向
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
企
業
優

遇
の
１
・
７
兆
円
も
の
大
減

税
や
ダ
ム
建
設
な
ど
の
無
駄

な
公
共
事
業
の
推
進
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
で
医
療
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
市
場
化
を
狙
う

な
ど
、
小
泉
「
構
造
改
革
」

以
上
の
新
自
由
主
義
的
政
策

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
貧

困
と
格
差
の
広
が
り
に
よ
っ

て
歯
科
医
院
を
受
診
で
き
な

い
患
者
さ
ん
が
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で

い
く
つ
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
口
腔
内
は
生
活
と

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
患
者
さ
ん
の
生
活
状
況

や
経
済
状
況
が
最
も
よ
く
表

れ
る
場
所
で
す
。
深
刻
な
受

診
抑
制
に
よ
る
口
腔
崩
壊
と

も
呼
べ
る
現
状
を
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
は
、
受
診
毎
に
窓
口

負
担
に
加
え
て
一
定
額
を
徴

収
す
る
受
診
時
定
額
負
担
や

70
〜
74
歳
の
医
療
費
窓
口
負

担
倍
化
の
撤
回
を
は
じ
め
、

わ
ず
か
な
が
ら
診
療
報
酬
本

体
が
プ
ラ
ス
改
定
と
な
り
、

４
段
階
税
制
も
存
続
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。会
員

の
先
生
方
や
患
者
、協
力
団

体
の
皆
様
に
協
力
い
た
だ
い

た
署
名
運
動
の
結
果
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

政
府
は
次
年
度
以
降
の
導
入

を
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
。

社
会
保
障
改
悪
を
許
さ
ず
、

拡
充
へ
政
府
を
動
か
す
た
め

に
は
、
さ
ら
な
る
声
・
決
起

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

３
月
３
日
に
近
畿
２
府
４

県
か
ら
草
の
根
の
運
動
を
総

結
集
さ
せ
る
「
近
畿
総
決
起

集
会
」
を
開
き
ま
す
。
会
員

や
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
、
患

者
さ
ん
な
ど
、
一
人
で
も
多

く
の
参
加
で
集
会
を
成
功
さ

せ
、
政
府
に
「
社
会
保
障
守

れ
」
の
声
を
届
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
集
会
へ
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

集
会
参
加
の
お
申
し
込
み

は
、
協
会
事
務
局
ま
で
。

　

臨
床
・
学
術
部
は
、
生
涯

研
修
講
座
「
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

レ
ジ
ン
修
復
を
極
め
る
」
を

１
月
22
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
い
た
。林
美
加
子
氏（
大

阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

口
腔
分
子
感
染
制
御
学
講
座

准
教
授
）
が
講
師
を
務
め
、

１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

林
氏
は
、
①
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
レ
ジ
ン
の
選
び
方
②
接
着

シ
ス
テ
ム
③
充
填
に
便
利
な

器
具
④
充
填
の
実
際
⑤
う
蝕

治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
―
―
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

①
で
は
含
有
フ
ィ
ラ
ー
に

よ
る
性
状
の
違
い
と
審
美
性

で
の
考
慮
点
に
つ
い
て
説

明
。
最
近
多
用
さ
れ
る
フ
ロ

ア
ブ
ル
レ
ジ
ン
使
用
の
問
題

点
を
指
摘
し
た
。
②
で
は
接

着
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
と
物
理

的
原
理
を
解
説
し
、
日
本
が

開
発
し
た
ト
ー
タ
ル
エ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
優
位
点
や

ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
タ
イ
プ
の
特

徴
を
述
べ
た
。
③
で
は
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
リ
ン
グ
や
ス
プ
ー

ン
エ
ク
ス
カ
な
ど
の
利
便
性

　

支
払
基
金
本
部
は
３
日
、

塩
化
リ
ゾ
チ
ー
ム
製
剤
の
審

査
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
２
月
診
療
分
ま
で
従
来

の「
効
能
・
効
果
」を
認
め
る

よ
う
全
支
部
に
通
知
し
た
。

　

支
払
基
金
大
阪
支
部
は
、

協
会
の
問
い
合
わ
せ
に
「
通

知
ど
お
り
対
応
す
る
」
と
回

答
。
大
阪
府
国
保
連
合
会
も

「
基
金
と
足
並
み
を
合
わ
せ

る
」
と
回
答
し
た
。
協
会
・

保
団
連
は
１
月
20
日
の
効
能

削
除
の
通
知
を
受
け
、
周
知

期
間
内
は
一
律
査
定
せ
ず
に

柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
厚
労

省
や
審
査
支
払
機
関
に
求
め

て
い
た
。
今
回
の
通
知
は
、

緊
急
要
請
に
応
え
た
こ
と
に

な
る
。
今
後
は
メ
ー
カ
ー
へ

の
返
品
状
況
な
ど
に
応
じ
た

対
応
を
求
め
る
。

を
紹
介
。
④
で
は
処
置
の
動

画
を
上
映
し
、
積
層
充
填
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
や
形
態
付
与
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。
⑤

で
は
Ｍ
Ｉ
の
理
念
と
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
い
た
、
レ
ジ
ン

修
復
に
よ
る
深
在
う
蝕
治
療

の
要
点
を
示
し
た
。

 

（
東
大
阪
市
・
西
川
眞
二
）

　

政
府
が
進
め
る
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
」
の
中
止
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
反
対
、

「
原
発
ゼ
ロ
」
な
ど
を
求
め
る
「
近
畿
総
決

起
集
会
」
が
３
月
３
日
、
御
堂
会
館
（
大
阪

市
中
央
区
）
で
開
か
れ
る
。
近
畿
２
府
４
県

の
保
険
医
協
会
や
市
民
団
体
、
労
働
組
合
な

ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
。
実

行
委
員
長
の
小
澤
力
理
事
長
が
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

〝
口
腔
崩
壊
〞改
善
へ

多
く
の
声
の
結
集
を

２
月
診
療
分
は
査
定
せ
ず

基
金
・
国
保
連
が
対
応

ス
ト
ッ
プ
！
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
悪

中医協

歯科診療報酬の主な改定点数
項　目 旧点数 新点数

外来環 30点 28点
再診時歯科外来診療環境体制加算 新設 2点
歯科診療特別対応地域支援加算（初診
時１回） 新設 100点

歯科訪問診療１　830点 830点 850点
　歯科訪問診療補助加算

新設　　同一建物居住者以外 110点
　　同一建物居住者 45点
歯科用３次元エックス線断層撮影
撮影料＋診断料＋電子画像管理加算 新設 1,170点

ＳＣ（1/3顎につき） 64点 66点
ＳＲＰ　　　前歯 58点 60点
および　　　小臼歯 62点 64点
ＰＣｕｒ　　大臼歯 68点 72点
ＧＥｃｔ 300点 320点
ＦＯｐ 600点 620点
ＧＴＲ　１次手術 730点 760点
　　　　２次手術 300点 320点
機械的歯面清掃加算
↓（医学管理料から処置へ）
機械的歯面清掃処置

区分変更 60点

間覆罩 25点 30点

窩洞形成　　単純 54点 60点
　　　　　　複雑 80点 86点
う蝕歯即時充填形成 120点 126点
支台築造印象 20点 22点
充填１　単純 単純 102点
　　　　複雑 100点 152点
充填２　単純 複雑 57点
　　　　複雑 148点 105点
総義歯 2,060点 2,100点
義歯修理 220点 224点
　歯科技工加算 20点 22点
義歯内面適合法（総義歯） 750点 770点

単根 ２根 ３根

→

単根 ２根 ３根
抜髄 220点 406点 570点 228点 418点 588点
感根処 130点 276点 410点 144点 294点 432点
根貼 20点 22点 30点 26点 30点 40点

診療報酬改定を答申診療報酬改定を答申

１
月
度
生
涯

研 

修 

講 

座

リゾチームリゾチーム

３月３日午後３時
大阪・御堂会館

近
畿
総
決
起
集
会
に
ご
参
加
を

材料選択から充填技術まで

積層充填の技術について
説明する林美加子氏＝　
１月22日、Ｍ＆Ｄホール

レジン修復の要点を解説

３３~~

６
面
に
特
集
「
２
０
１
１
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
手
引
き
」

６
面
に
特
集
「
２
０
１
１
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
手
引
き
」

協会ＨＰに診療報酬協会ＨＰに診療報酬
改定最新情報を掲載改定最新情報を掲載

　協会ホームページの「会員ペ
ージ」で、診療報酬改定情報を
随時、更新しています。ＩＤと
パスワードは引き落とし明細書
に、ＵＲＬは１面の題字下にそ
れぞれ記載しています。

郵送物確認について
組織部から

　会員の先生には『大阪歯科保険
医新聞』『全国保険医新聞』を毎
月５・15・25日付で、『月刊保団
連』を毎月15日付で発行していま
す。新聞や引き落とし明細書など
が正しく届いていない場合は、協
会・事務局までご連絡ください。

新聞は月３回届いていますか


